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日 本 の 第 四 紀 と チュウ の 生物 地理 


日 浦 男 
(546) 大 阪 市 東住吉 区 東 長居 町 長居 公園 内 大 阪 市 立 自然 史 博 物 館 





The Quaternary Period and Butterfly Fauna of Japan 


ISAMU HIURA 
Osaka Museum of Natural History 


複雑 多様 な 生物 的 自然 を 理解 する に は , 多様 性 を 産み だ し た 歴史 に つい て 考え る 必要 が ある . 主体 者 と し て の 生物 
の 歴史 , 環境 の 歴史 , お よび 生物 と 環境 の 関係 の 歴史 で ある. 修 久 な 地質 時 代 の 最近 の 約 200 万 年 は , 第 四 紀 と よ ば 
れ て いる . この 時 代 は , 単に も っ と も 現在 た 近い 時 代 , と いう だ け で な く , 現在 みみ ら れる 自然 の 性 格 を つく る の に 決 
定 的 な 影響 を 与え た 時 代 だ , と いわ れ て いる . 第 四 紀 の 日 本 の 自然 を 可能 な か ぎり 復元 し , その 復元 像 か ら 現在 を 照 
射す る な ら ば , 自然 の 理解 が 深まり , これ まで 看過 され て きた 問題 点 を 掘り 起こ し た り , 行き 詰まっ て いた 解決 の 緒 
唱 が 見 つか る 可能 性 が ある . 

第 四 紀 の 復元 は , 当然 第 四 紀 地質 学 を は じ め , 直接 過去 の 資料 を と り 扱う 科学 が 中 心 に な っ て な され る も の で ある 
が , 生物 的 自然 に つい て は 化石 産出 の 制約 (化石 研究 の 遅れ も ある ) が あっ て , 現 生 生物 の 資料 か ら 推定 し て 補強 せ 
ざる を 得 な い 面 が 広い . 現在 か ら 過 去 を 推定 する こと は , 推定 の 誤り を 犯す 危険 を つね に 伴 2. また , 現在 か ら 過 去 
を 推定 し , その 過去 か ら 再び 現在 を 検討 する こと は , 循環 論 に お ち 入 る 危険 を は らむ も の で ある . 

日 本 の 第 四 紀 像 の 復元 は ウル ょ ュ 氷 期 以降 ( 約 7 万 年 前 以降 ) に つい て 作業 が 始ま っ た ば か り , と いう 段階 で ある . 
それ 故 , ここ で は 現在 か ら ッ ル ュ 氷 期 以 降 の 過去 を 復元 する 作業 を 紹介 し , その 過程 で 発見 され た 日 本 の 蝶 の 間 題 点 
の 指摘 を 中 心 に 述べ る こと に する . 

1. 前 史 一 一 大 雪山 高山 帯 蝶 相 の 渡来 時 期 の 推定 

1930 年 に 河野 広 道 博士 は 大 雪山 の 蝶 相 に つい て 報告 し た . の ち に 湊 正 雄 博 士 は これ を 引用 し , リス 氷 期 また は ウル 
ム 水 期 に 北方 大 陸 と 接続 し た 時 代 に 到来 し た の だ , と 考え た . 湊 博 士 の この 本 , 「 後 氷 期 の 世界 (1954)] は ひろ く 読 
まれ , それ まで 日 本 の 地 史 (と くに 第 四 紀 地 史 ) に くら か っ た 生物 研究 者 の 眼 を 過去 に 向け て 開か せる 上 に 大 き な 役 
割 を 果たし た . これ に 触発 され て ベニ ヒエ カゲ 属 の 分 布 論 な ど が 流行 の よう に 論じ られ た も の で ある . 

この 問題 に つい て , 当 の 河野 博士 の 最終 的 見 解 (1955) は 一 般 に 知ら れる こと が 少な い の で 紹介 し て お きた い . 

① 大 雪山 の 比 虫 相 は , 垂直 分 布 か ら 2 群 に わけ られ る . 第 1 帯 は 山麓 か ら 標 高 1500m 付 近 の 針葉樹 林 帯 (トド マ 
ツ ・ エ ゾ マ ツ を 主 と し , 上 部 は デ ダケカンバ 林 ) の フォ ー ナ で , 第 2 帯 は 標高 1500m 以 上 の 寒 地帯 (ハイ マッ 林 と お お 花 
































畑 ) の それ で ある . 
⑧ 針葉樹 林 帯 の 上 嘆 類 は 大 部 分 樺太 と 共通 種 で , 亜 種 と し て 分 化し て いる ゎぁ の が あっ て も その 分 化 の 度 は きわ め て 
低い . 


③⑧ 針葉樹 林 帯 上 部 の ダケ カン バ 林 に は クモ マ ベ ニ ヒ カ ゲ な ど 特 殊 の 蝶 を 産 す る が , 昆虫 相 全般 と し て は あま り 著 
し い 特 徴 が な く , 下方 の 山 苑 帯 ま で 共通 た 見 られ る 種類 が 多い . 

④ 寒 地帯 で 生育 する 蝶 は , 上 昇 気流 に よる 下方 か ら の 飛来 を 除く と 7 種 で わる. その うち キア ゲハ ・ コ ヒモ オド シ 
・ エ ゾ ヅ ス ジグ ロ チ ョ ッ は 山麓 まで 分 布 し , か つ 樺 太 に も 分 布 す る . カル フト ルリ シジミ は 山麓 で は まだ 発見 され な い 
が , 南 樺太 の 北 半 に は 普通 に み ら れ る . 

ウス バキ チョウ ・ ア サ ヒ ヒュウ モ ン ・ ダ イセ ツタ カネ ヒ カ ゲ の 3 者 は 樺太 に は 分 布 せ ず , し か も ゃ 大陸 の も の か ら 著 
し く 分 化し て いる . 

上 記 の 事実 は 次 の よう に 解釈 され る . 

⑤ 分 化 の 度 の 著しい 寒 地帯 の アサ ヒヒ 』 ュ ウ モ ン ・ ダ イセ ツタ カネ ヒ カ ゲ ・ ウ スバ キチ ョ ウッ の 3 者 と , 分 化 の 度 の 
低い 森林 帯 の 蝶 類 と は , その 渡来 の 年 代 を 異 に し て いる . 前 者 は 渡来 後 か な り の 年 代 を 経過 し て いる た め に 著しい 分 
化 を 示し た の で ある が , 後者 は その 後 あ る 年 数 を お いて 渡来 し た の で , まだ 著しい 分 化 を な す に 至ら な い の で ある . 








NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


152 蝶 と 螺 TYO TO GA (Trans. Lep. Soc. Jap. ) Vol. 28, No. 4 1977 





⑯⑥ これ は , 北海 道 が 大 陸 と 陸続き に な っ て 北方 の 昆虫 類 が 自由 に 北海 道 へ 渡来 する ね こと の で きた 時 期 が , 少な く 
と も ゃ 2 回 あっ た こと を 意味 する . そし て その 中 間 の 時 期 に は , お そら く 海 峡 が 存在 し て 北海 道 は 孤立 し て いた . 

⑦④ アサ ヒヒ ョ ッ モ ン の 現在 に お ける 分 布 は 平地 で は 北緯 65 度 以 北 に 限ら れ て いる . し た が っ て , この 蝶 が 北海 道 
渡来 し た の は , 北海 道北 部 が 現在 の 北緯 65 度 以 北 の 気 候 に 匹敵 する 寒さ の 時 で あっ た こと を 意味 し て いる . これ に た 
へ いし て 森林 帯 の 蝶 は 樺太 の 平地 と 共通 種 で あっ て , 北海 道 が 南 樺 太 の 北 半 と ほぼ 同 程度 の 守 さ の 時 な ら , その すべ 
て の 種類 が 渡来 で きる . アサ ヒヒ ョ ウッ モ ン 渡 来 氷 期 の 方 が 寒く , 森林 帯 慣 虫 群 渡 来 水 期 の 方 が 寒さ が きび し く な か っ 
た と い を る . 

⑧ ヨー ロッ パ の 編 年 と 対比 する な ら , アサ ヒヒ ョ ウッ モン 渡来 水 期 は リス 氷 期 も あし く は それ 以前 で あり , 針葉樹 林 
帯 昆虫 相 を 招来 し た 水 期 は ウル ュ 水 期 で あろ 2 う . 

湊 正 雄 ・ 橋 本 誠二 両氏 ら の 研究 に よる 北海 道 日 高山 脈 の カー ル と 対比 すれ ば , アサ ヒヒ セ ヒョウ モン 渡来 水 期 は ポロ シ 
リ 氷 期 に , 針葉樹 林 帯 昆虫 相 形成 期 は トッ タ ベ ツ ッ 氷 期 以 後に 相当 する と 推定 され る . 

2. 論理 の 整理 と 批判 

以上 の 論議 の 特徴 は , 次 の よ 2 に 要約 され る . 

① 地域 の 蝶 相 を 構成 する 種 を , 棲息 環境 ・ 地 理 的 変異 (分 化 の 程度 ) ・ 分布 バネ タ ー ン の 三 つ の 性 格 で グル ー ビ ピン 
グ す る . 

③ 棲息 環境 ・ 地 理 的 分 化 ・ 分 布 パ ターン が 一 致す る 複数 の 種 は , 分 布 変動 の 史 的 経過 が 同じ で あっ た , と 考え る . 

⑬ 気温 で 代表 され る 過去 の 物理 的 諸 条 件 に 対す る 蝶 の 反応 は , 現在 と 同じ で あっ た , 少な く と る 第 四 紀 後期 程度 
の 時 間 的 経過 で は 変化 し な か っ た と 考え る 一 一 斉一 説 

④ 地理 的 分 化 の 程度 は 隔離 時 間 の 長 さ に 比例 する , と 考え る . 

この よう な 論理 に 立脚 し , 一 方 で は 第 四 紀 学 で 得 ら れ た 知見 と 照合 し , 歴史 を 推定 する と い 2 方 法 は , 多少 の 修正 
意見 一 た と えば 分 化 は population の 大 き さ に 影響 を 受け る な ど が 加え られ る こと は あっ て も , な お 今日 有効 
で ある . 有効 で も や る と いう より は , この よう な 論理 を 前 提 に し な いか ぎり , 過去 に アプ ロー チオ する 方 法 を 我々 が 未だ 
開発 し て いな いと いっ て よい だ ろう. 

だ と する と , 過去 の 推定 に 誤り が な いか ど 5 か は , 棲息 環境 ・ 変 異 (と くに 地理 的 変異 ) ・ 分 布 パ ター ン に つい て , 
我々 の 知見 が どの 程度 整備 され て いる か , に か か っ て いる こと に な る . それ と 同時 に , 我々 が それ に 頼ら し ざる を えな 
い 第 四 紀 学 の 成果 を , どれ だ け 我 々 が 自家 楽 籠 中 の も の に し て いる か , に も か か っ て いる わけ で ある . 

現在 の 知見 で 大 雪山 高山 帯 に 特徴 的 な 3 種 の 蝶 を 再 検討 し て みる . 

① 棲 良 環境 一 一 ウス バキ チョ ウ ・ ア サ ヒ ヒュ ツウ モ ン ・ ダ イセ ツタ カネ ヒ カ ゲ 3 種 と も , 北海 道 に お ける 棲息 環境 
が 森林 限界 以上 の 高山 帯 に 限ら れる と いう 知見 は , いっ そう 強化 され て いる . 

②⑨ 分 布 バ パターン シーー ウ スバ キチ ョ ウッ は アラ スカ か ら 東 シレ ベリ ア に か け て 分 布 し . アサ ヒヒ と ヒュ ョ モン は アラ スカ か ら 
スカ ンジ ナビ ア に か け , ダイ セツ タカ ネ ヒ カゲ は カナ ダ ・ ア ラス カ か ら ッ ウラ ル 北 部 に か け て 分 布 する . 分 布団 の 広 さ 
は 3 者 3 様 で も る が , 環 北極 的 な ( 全 北 区 の 極寒 地 ) 分 布 で ある 点 で は 大 体 同 じ パ ター ン と 考え て も よい で あろ 5. 
樺太 に 分 布 を 欠く 点 は 今日 も 変り な く 認 め ら れる . 

⑬ 地理 的 分 化 一 一 アサ ヒモ ヒュ ョ ウ モ ン は クレ ン ツ ォ フ (1970) に よれ ば , カナ ダ 産 ( 亜 種 tarqwuinius Curtis) ・ 
マガ ダン 州 産 ( 亜 種 72 を ze7ezs2S Wnukowsky) ・ モ ン ゴ ー ル 産 ( 亜 種 の 2977 Elwes) の 間 で は 雄 ゲ ニタ リア が 極 
め て 近似 し , 後 現 裏面 基部 の 銀色 斑 の 大 き さ だ け に 明瞭 な 差 が か みとめ られ る , と いう . 日 本 人 研究 者 に よる 大 雪山 個 
体 群 の 再 検討 は な され た こと が な い . 

ッ ス バキ チュ ッ は 松村 松 年 博士 (1926) に よっ て 亜 種 daisetsuwzana が 記載 され た が , 1930 年 すでに 内 田 清 之 助 博 
土 は 松村 の 挙げ た 特徴 が すべ て アム ー ル 地方 の 亜 種 septentrionalis Verity に 適合 する , し た が っ て daisetsuzand 
は 認め られ な い , と 指摘 し た . 以後 日 本 人 研究 者 に よる 詳細 な 再 検討 は た な され て いな い . 

ダイ セッ タカ ネ ヒ カゲ は 最も 問題 が 多い . 河野 博士 が 論じ られ た 時 点 で は , 大 雪山 の Oeneis は daisetsuzana 
Matsumura と いう 独立 種 と 考え られ て いた . 河野 博士 は 樺太 の 敷 香 以 北 (シュ ミッ ト 線 以 北 ) に 分 布 す る カラ フト 
タカ ネ ヒ カゲ O. jutta sachalinensis と 本 州 中 部 高山 の タカ ネ ヒ カゲ と の 中 間 的 特徴 を も ゎ も つも の , と 考え て いた ら 
し い . と ころ が Gross (1968) の Oezezs 属 の 再 検討 に よっ て , ダイ セツ タカ ネ ヒ カゲ は 種 melissa Fabricius 
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(semidea Say と 種 の レベ ル で 同じ と 仮定 し て ), タカ ネモ カゲ は 種 zo7ze Thunberg に 属す る と され て 以来 , わが 
国 の 研究 者 は これ に な ら う よう に な っ た . 筆者 は Gross の 論文 を 知ら ぬ ま ま , dassetsuzana が 北米 の O. 
melissa semidea と 極め て 近 縁 で も る こと を 指摘 し た (日 浦 , 1969). 

今 , 改め て Gross の 論文 を 検討 する と , 彼 の A 群 (た だ し zzge を 除く ) と B 群 に ぞ く す る 15 種 は お 互い に 極め 
て 上 似 し て お り , ダイ セツ タカ ネ ヒ カゲ や タカ ネ ヒ カゲ が この "15 種 "の どの 種 の 地方 亜 種 で も る の か , 改め て 再 検討 
する 必要 が ある と 思わ れる . melissa や zo726 に 当て る の は 一 応 の 進歩 で は あっ て も る も, 結論 と は 言え な いも の で ある . 
種 の レベ ル の 所 属 公 受 林 な の で ちあ る か ら , 大 雪山 個体 群 が 北方 大 陸 の も の と “どの 程度 ” 分 化 を し て いる か , な ど 
と 論 し られ る 段階 で は な い の で ある . 

一 方 , 河野 博士 に よっ て 挫 太 産 と 分 化 が 認め られ な いか , ある い は み ら れ た に し て も その "程度 が 弱い "と 考え られ 
た 針葉樹 林 帯 の 蝶 の 中 に も , その 後 の 研究 に よっ て 評価 が 変わ っ た 種 が か ある. ヒメ ウス バシ ロ チ ョ ウッ は 種 の レベ ル で 
違う と され た (川副 ・ 若 林 , 1976) し , エゾ スジ グロ チョ ッ は 樺太 産 と 別 亜 種 で ある る こと が 再 確 認 さ れ た (Shelju- 
zhko, 1963). 

この よう に し て 大 雪山 高山 帯 に 特徴 的 な 3 種 の 蝶 は , 棲息 環境 と 分 布 パ ター ン で は 共通 性 を も ち , 地理 的 変異 の 点 
で も を も 大 陸 産 と お そら く 分 化 は し て いる の で ある が , その 分 化 2 程度 は 森林 帯 の 7 種 に くら べ て 一 段 と 顕 閉 で ある と は 
断言 で き な い こと が わか っ た . し た が っ て , 変異 の 面 か ら ア サ ヒ ヒュ ウッ モン 渡来 期 が 針葉樹 林 如 動植物 の 渡来 期 より 
も 1 時 期 古い 氷 期 だ と する 積極 的 根拠 は 消え た . 渡来 期 を 論じ られ る ほど の 資料 が まだ 整っ て いな い の で ある . 

次 に 垂直 分 布 帯 の 水平 移動 か ら ぁ , 違っ た 解釈 が 可能 で ある . 常識 的 に 考え て , 氷 期 < 気 温 が 蜂 下 し , 垂直 分 布 帯 
が 下方 と 南方 へ 移動 し た と き , 高山 帯 の 下位 (南方 ) に は 亜寒帯 針葉樹 林 帯 が か それ を と り ま いて 降下 ・ 南 進 し た は ず 
で ある . 温暖 化 に よっ て 高山 帯 の メン バー が ある も の は 北 へ ( 欄 太 経由 で ) 退却 し , 残り は 大 雪 ・ 日 高 の 高 所 に 登っ 
た と き , 山地 高度 の 低い 典 太 に アサ ヒヒ 』 ウ モン な ど み 棲息 地 が 消失 し た に も か か わら ず , 下位 の 針葉樹 林 帯 が 北海 
道 と 樺太 の 双方 に と ど ま っ た な ら ば , 一 回 の 氷 期 の 去 来 で 二 つ の ゾー ン の 動物 群 が 示 来 で きる こと に な る (Fig. 1). 
二 回 の 氷 期 を 想定 する 必要 は な いわ け で ある . 河野 時 代 た 大 雪山 高山 帯 局 限 さ れる と 考え られ た カラ フト ルリ シ ジ 
ミ が , その 後 の 調査 で 日 高 ・ 大 雪 ・ 知 床 な どの 山地 の 高山 帯 で 発見 され た こと は , 分 布 バ パタ メー ン の 上 で も 中 間 的 な 種 
で ある こと ーー つま り 1 回 の 楽 暖 の くり か を し 
で 二 帯 の フォ ー ナ の 成立 が 説明 で きる こと を 物 
語る も の で ある . 

この よう に し て 高山 帯 フ ェ ォ ー ナ を リス 氷 期 
(ポロ シリ 水 期 ) 由来 と し , 針葉樹 林 帯 フォ ー 
ナ を ウゥ ルム ュ 氷 期 (トッ タ ベ ッ ツ 水 期 ) 由来 と , 二 
回 の 侵入 を 想定 し な く と も 一 回 う 水 期 で 説明 可 
能 で ある . 事実 は 二 回 だ っ た か も し れ な い が , 
此 海 道 欄 大 東 シ ベ リア 三 回 で あっ て 一 回 で は な い , と 断定 で きる だ け 
の 論拠 を 残念 な が ら 未 だ 我々 は 整備 し て いな い 
の で ある . 

過去 の 推定 に 使用 可能 な 現在 の 資料 と し て , 
日 本 の 蝶 学 は 棲 候 環境 と 地理 的 分 布 と で は 可 成 
り の 情報 を 集積 し た が , 地理 的 変異 の 実態 を 把 
所 する 面 で は か な り の 立ち 遅れ が ある . この こ 
と は 最近 出版 され た 3 種 の 図鑑 で " 亜 種 ” の 認 
め 方 に か な り の 差 が ある 点 か ら ぉ ぁ うか が われ る 
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ー 110m BN 0 (白水 図鑑 1975, 藤岡 図鑑 1975 お よび 川副 ・ 若 
Fig.1 氷 期 ( 上 ) と 現在 ( 下 ) の 垂直 分 布 帯 . 海面 降下 を 林 図 鑑 1976. も っ と も , 亜 種 と し て 命名 する こ 


140m, 垂直 分 布 帯 の 降下 を 1, 500m と 考え る と , 1 回 の 半生 2 0 
水 期 で 大 雪山 高山 帯 尋 相 (樺太 欠 除 ) と 針葉樹 可 と だ けが 地理 的 分 化 を 認め た こと を 意味 する の 
相 (樺太 分布) の 形成 が 説明 可能 で ある . で は た ない)〉. 
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3. 第 四 紀 と は どう いう 時 代 か 

ョ ー ロ ッ パ で 発達 し た 地質 学 は , は じ め 地 質 
系 統 を 第 一 紀 Primary, 第 二 紀 Secondary, 
第 三 紀 Tertiary に 分 け て いた . 1829 年 セー ヌ 
盆地 で , も っ と も 新しい Quaternary が 識別 
命名 され た と いう こと で ある . 現在 で は 新生 代 
を 第 三 紀 と 第 四 紀 に わけ , 後者 を さら に 更新 世 
P1eistocene (ほぼ 200 万 年 ) と 完 新 世 Holo- 








cene ( 1 万 年 ) に わけ る . 新生 代 は 貴 乳 動物 ー6000 一 5000 一 4000 一 3000 一 2000 一 1000 
8 万 年 
全盛 (出現 で は な い ) に よっ て 特徴 づけ られ 1954), 鈴木 (1975) より . 


る . 人 類 の 営 力 が 地球 を 変え る よう に な っ た 時 
代 で ある . 更新 世 と 完 新 世 の 境界 は クロ マニ ョ ン 人 (新人 ) と 現代 人 と の 交替 の 時 に あたる . 

Fig. 2 に 端的 に 示さ れる よう に , 第 三 紀 の 後 期 ( 新 第 三 紀 Neogene と いう ) に 少な く と ふも 北半球 の 中 高緯度 地 
方 で は 手 次 気温 が 低下 し て いっ た が , 寒暖 の 振れ が 生じ , その 振幅 は 次 第 に 大 きく な っ た . そし て 高緯度 地方 に 氷 床 
が 発達 する に いた っ た . これ が 第 四 紀 で ある . 

人 類 の 時 代 で ある こと と 氷河 性 気候 変 動 , この 二 点 が 第 四 紀 の 他 の どの 地質 時 代 と も 居 5 特性 で ある . 現在 の 日 本 
の 自然 , 日 本 の 生物 相 , 日 本 の 蝶 の 世界 は , 人 類 の 影響 と 氷河 性 気候 変動 の 影響 と を 受け て 形づくら れ た も の で ある . 

過去 の 推定 は 一 足 飛 びに は で き な い . ます 現在 を 正確 に 把握 する . 次 に 現在 か ら 推 定 可能 な 至近 の 過去 を 再 構成 す 
る . 第 三 に それ を も と に し て より 古い 古代 を 再 構成 , と いう 風 に 段階 を 踏む 必要 が ある . この よう に し て 現状 で は , 
約 2 万 年 前 に も っ と $ ゃ 寒冷 で も っ た と され る 最終 氷 期 最盛 期 (マキ シマ ム ・ ウ ルム Maximum Wirm) の 日 本 の 自 
然 と 蝶 相 を 復元 する こと が 限度 で あろ う . 前 飾 で の べた 理由 に よっ て , より 古 期 の 朱 冷 期 の 蝶 相 を 云々 する こと は , 
我々 の 蝶 学 の 知識 の 水準 と 日 本 の 第 四 紀 学 の 水準 か ら 未 だ 無理 と 思わ れる . 

マキ シマ ム ・ ウ ルム に 至る まで の 中 間 段 箸 と し て まず 必要 な の は , 稲作 農業 開始 直前 , つま り 縄 文 時 代 の 未 期 あ た 
り 約 (2, 000 年 B.P. ) の 日 本 の 自然 と 蝶 相 の 復元 で ある . この 時 代 は 気候 的 に は 現在 と あま り 差 が な く 現 在 と の 差 は 
も っ ぱら 農業 と いう 人 間 の 生産 活動 が 無かっ た 点 に 起因 する . 次 に 必要 な の は 縄文 前 期 に 存在 し た 高温 期 (ヒア シ ・ 
サー マル hypsithermal, 約 5, 000 一 6, 000 年 B. P. ) の 日 本 の 自然 と 蝶 相 の 復元 で ある . 

この よう に 過去 へ さか の ば る た め に は , ① ま ず 現 在 の 日 本 の 自然 と 蝶 相 を 理解 し , その 理解 に 立っ て , ⑧ 原 始 の 日 
本 , と ヒ プ シ ・ サ ー マ ル , マキ シマ ょ ム ・ ウ ルム と , 順 々 に 操作 を 加え て ゆか な く て は な ら な い 、. 

Fig.3 に 示す よう に , マキ シマ ム ・ ウ ルム より 古く に も 海面 の 上 下 と 気温 の 上 下 は 頻 穫 。 に くり か えさ れ , その 証拠 
が 日 本 の 各地 で 少し ずつ 出 は じ め て いる . 










































































4. 原始 蝶 相 の 復元 
稲作 を 主体 と する 農耕 が 始ま る 直前 の 日 本 列島 の 蝶 相 を 復元 する た め に は , どの よう な 作業 が 必要 で あろ うか. 私 
が 考え て いる こと を 紹介 してみたい. 





A. 自然 の 変 狐 の 段階 的 把握 

農業 は 原生 林 を 伐採 し た り , 湿地 を 埋立 て て ます 耕地 (水田 や 畑 ) を 造成 する こと か ら 始 まる . 耕地 に は イネ と か 
アソ ・ ょ ムギ ・ イ キモ 類 を 植え , 作物 が 何で あっ て も 草本 の 集団 が 維持 され る . これ を 地表 を 被覆 する 植物 の 生活 型 で い 
うな ら , 森林 か ら 草 原 へ の 変化 で ある . 森林 に あっ た 植物 社会 の , 林 床 草本 ・ 瀧 木 ・ 高 木 と いっ た 重層 的 構造 は , 単 
層 的 構造 へ と 変化 する . 太陽 光線 が 直射 し , 木藤 に 乏しく , 風 が 当たっ て 土壌 が 乾き , 地表 に 石 や 落葉 層 は な い . 植 
物 の 種類 組成 は 単純 と な り , し か も 主要 な 種 は 栽培 植物 ・ 雑 草 お よび 人 里 植物 (起源 的 に は 史 前 帰化 植物 を 主 と す る ) 
と な る . 農作業 は 収穫 を 目的 と し て 計画 的 に 行わ れ , し か も 季節 の 推移 た 同調 させ な けれ ば は ならない から, この 草本 
社会 は 季節 的 に 律動 変化 する 一 耕 起 ・ 播 種 ・ 植 付 ・ 除 草 ・ 施 肥 ・ 収 穫 ・ 洪 水 等 々 . 植物 体 は 一 斉 に 出現 し , 一 斉 発 
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育 そし て 一 斉 消失 する . そし て この よう な 耕地 は , か な り 長 年 月 か け て 規模 ・ 面 積 が 変動 する 一 一 新 田 開発 ・ 開 妖 ・ 
作物 転換 ・ 農 民 の 逃 散 ・ 流 に ・ 休 耕 田 ・ 宅 地 人 造成 , 等 々 . 

この よう な 農業 段階 で の 自然 の 特 手 を 蝶 の 生活 の 場 と し て 把 え る と どう な る か . 草原 的 環境 の 拡大 ・ 陽 地 化 ・ 木 際 
の 消失 ・ 思 5 た りな ど は 。 いわゆる 草原 性 蝶 上 類 の 増加 と 森林 性 蝶 類 の 減少 を も た ら す で あろ う . た だ し 草原 性 蝶 頻 と 
いっ て も , 精 物 の 種類 租 成 の 特殊 吐 や , 絶え まな い 人 間 の 干渉 は , この 環境 に 進出 で きる 種類 を 限定 し た ぁゃ の に し て 
し まう . おそ らく 1 化 性 の 蝶 は 生活 を 維持 し が た いで あろ う . さら た 季節 と 同調 し た リズ ミカ ル な 変化 と , 食料 源 植 
物 の 大 量 供給 , そし て お そら く 天 敵 動 物 相 の 単純 さ は , 個体 数 の 季節 較差 を 極端 な も の に する 可能 性 が ある . 

農村 と いっ て も , 上 述 の よ うな 草原 的 環境 が 斉一 た ひろ が っ て いる の で は な い . 屋敷 林 ・ 果 樹 ・ 竹 林 の よ う な 有用 
林 ・ キ チ ナン ガー デン ・ 装 飾 耳 物 な ど が 混じっ た 疎 林 的 環境 が 村落 周辺 に 散 点 状 ま た は 帯状 ・ 塊 状 に 設け られ る . ここ 
は 貴 林 性 一 林 緑 性 の 蝶 の 棲息 場所 と な る . さら 日 本 と いう 国士 は 地形 の 起伏 に 富み , 一 望 千里 と いっ た 平野 より ゃ 
山地 と 盆地 が 接近 し た 土地 が 多い . 山麓 た は 新 炭 林 が ひろ が り , それ は 落葉 広葉 の 豊富 な 樹種 で 構成 され , か つ 多 く 
の マン ト 群 落 を 伴っ いる . ネ ザ サ 類 も 多い . これ を 山村 的 自然 と 規定 する な ら ば , それ は 半 栽 培 か ら 農 業 へ 移行 し つ 
つ あ り , さか ん に 焼畑 農業 の 行わ れ た 歴史 的 段階 を 初 帰 させ る . 

と の よう に し て 日 本 の 自然 (生物 的 自然 ) が 原始 段階 山村 的 段階 一 > 平地 農村 的 段階 一 > 都市 的 段階 へ と , 人 
間 の 営 為 に よっ て 段階 的 に 変貌 し て きた と 把握 を する な ら ば , 各 段 階 は 今日 の 原生 林 ・ 山 村 ( 二 次 林地 帯 ) ・ 平 地上 農 
村 (人 工 草原 地帯 )・ 都 市 近郊 ( 半 砂 漠 地 帯 )・ 都 心 (砂漠 地帯 ) に それ ぞ れ 近似 の も の が 存在 する こと に な る (日 浦 
1973, 1975). それ ぞ れ の 典型 的 な 環境 の 蝶 相 を 比較 する こと に よっ て , 日 本 の 蝶 相 の 歴史 的 変化 過程 を 近似 的 に 推 
定 で きる こと に な る . 

この よう な 考え の も と に , 大 阪 一 奈良 近 修 (に お いて 春日 山 (原始 的 自然 )・ 二 上 山 (山村 的 自然 )・ 運 原市 箸 喰 村 
(農村 的 自然 )・ 大 阪 市 長居 公園 (都市 的 自然 ) の 蝶 相 の 比較 を 行っ た と ころ , 次 の よう で あっ た (日 浦 , 1976). 

B. 蝶 相 の 変 狗 と 種 の 診 新 

一 般 に 原始 状態 で は 蝶 の 種類 数 個体 数 も ふ 多 く , 人 工 が 加わ る に つれ て 一 方 的 に 減少 する か の よ うな 思い こみ が あ 
る が , これ は 事実 で は な い . 個体 数 一 一 順位 曲線 の 傾斜 (傾斜 が ゆる や か な ほど フォ ー ナ は 多様 ) と 種 数 は , 原生 株 
で 蝶 相 が いく ら か 単純 で あり , 二 次 林 段 階 (山村 的 自然 ) で 極大 と な り , 以後 平地 農村 , 都市 と 次 第 に 減少 する こと 
を 示す . 総 個体 数 で は 平地 農村 で 最大 と なる. 1 種 あ た り 平 均 個体 数 は 自然 の 変化 の 程度 に 応じ て 増大 し て いる . 上 
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Fig.3 下 末吉 海 進 以降 の 海面 変動 (ほぼ 気候 変動 も 同調 し た と 考え て よい ) と 時 代 区 分 . 蝶 相 の 復元 は 
① 〇 っ ⑨ つ ⑨ つ ③④ の 順に 行 2 の が 肥 当 と 思わ れる . 
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位 5 種 の 合計 個体 数 が 総 個体 数 に 占め る 比率 は 山村 的 Table 1. 種 の 性 格 と その 評価 の ここ ろ み 

自然 で 最低 と な る (Fig. 4 ). 年 間 補 正 総 個 体 数 10 以 上 の 種 ) 


i ニ ジ ーー 人: 応仁 。 〇 : 誠人 伯 の: 中間 
て も 江 日 本 的 に みみ られ る 潜 則 性 で な いか と 思わ れる 格 , 幼虫 食性 一 一 上 : 栽培 植物 また は 史 前 尾 化 植物 を 主 
つま り 原 始 的 自然 に あっ て は , 自然 的 条件 に 制約 され NE a 

ー 9 : 多 化 性 。 の: 二 化 性 , 〇 : 一 化 性 . 分 散 ー-@ 


| 的 た * 安 ) よ 
る まま の 規則 的 な 多 相 が 安定 し て 存在 し 。 そ れ は それ oy 。 っ も の 、O: 各 性 地区 かれ ーー 


な り に 多様 で は ある . し か し これ に ゆる や か な 人 工 が 
] 本 > 1 i: ・ | 


ほぼ 維持 され (少数 は 脱落 ) な が ら , その 上 に 人 工 的 分 布 型 0 : 中 間 的 な も の . 評点 は る を 2 点 , 〇 を 0 上 
条件 に 乗じ て 生活 する 蝶 相 が 付加 され る た め に た 蝶 相 全 の を 1 点 と し て 合計 し た . 
体 と し て は も っ と も 多様 に な る の で ある . 



































A : 都市 的 自然 (長居 公園 ) で 個体 数 が 最も 多い 種 
(評点 平均 8.3) 
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イチ モン ジ セ セリ 





B : 農村 的 自然 ( 箸 喰 村 ) で 個体 数 が 最も 多い 種 
(評点 平均 6.4) 
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C : 山村 的 自然 ( 二 上 山 ) で 個体 数 が 最も 多い 種 
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Fig. 4 大 阪 一 奈良 地方 低地 4 地域 の 蝶 相 の 比較 . A D : 原始 的 自然 (春日 山 ) で 個体 数 が 最も 多い 種 
: 種 数 , B : 全 種 の 年 間 補 正 総 個体 数 の 合計 , C : (評点 平均 2.0) 
1 種 あ た り 年 間 補 正 総 個体 数 , D : 個体 数 上 位 5 種 CEC EDR 還 生き 
の 年 間 補正 総 個体 数 の 合計 が 全 種 の それ に 占め る 百 ニー ュー ニン ハム 人 CEE 
| 


分 比 .BーD で は 白 丸 は 観測 実数 , 填 丸 は 単位 時 間 
(150 分 ) あたり の 補正 値 . (日 浦 , 1976 よ り 作図 ) 
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人 間 の 営 力 が ある 水準 を 越え た な ら ば , 人 人工 的 条件 と 結び つく 蝶 の 棲息 は 増大 する が , 一 方 で は 自然 的 条件 に 結び 
つい て いた 蝶 が 棲息 で き な く な る た め に , 蝶 相 全体 と し て は 貧弱 化し て ゆく . 

観測 例 を 増やす な ら ば , 自然 的 条件 と 結び つき , 人 工 の 増大 に よっ て 個体 数 と 棲息 地 の 普 遍 隆 を 減少 させ て ゆく 
イプ の 種 , 人 工 に よっ て 増大 する 種 , 人 工 環 境 に 耐え て 勢力 も 維持 で きる 種 , を 弁別 で きる . Table 1 は その よう な 
種 の 性 格 診断 を 試み た 例 で ある (日 浦 , 1976). 個体 数 順位 の 変動 を 指標 た する こと も で きる . 

別 の 方 法 に よっ て , モン シロ チョ ッ は 史 前 帰化 種 と 考え られ る こと , イチ モン ジ セ セリ や ウラ ナミ シジミ は , 原始 
の 日 本 に は 棲 島 し た か も し れ な い が そ の 個体 数 は 少な く , 分 布 域 も 現在 より は る か 南 た あっ た で あろ 2 うこ と を 推定 し 
た (日 浦 , 1973). 南 九州 で の タテ ハモ ドキ の 定着 は 稲 の 栽培 様式 の 変化 と 関係 する と いう 推定 も ある (福田 , 1964). 

モン シロ チョ ュ ョ ツ ッ と 同様 な 手法 に よっ て ナ が サキ アゲ ハ を 検討 する な ら ば , 分 布 拡大 の 記録 , 食 草 が 栽培 ミカ ン 属 
Citrus に ほぼ 限定 され る 事実 , 野生 の 唯一 の Cztrus で ある ニホン タチ バナ の 分 布 と ナガ サキ アゲ へ ハ の 分 布 の 不 一 
致 , 地理 的 変異 な どか ら , ナガ サキ アゲ ハ も また 農耕 時 代 に な っ て 西南 日 本 に 侵入 し た と 考え られ る (日 浦 , 1977). 
キア ゲハ ・ モ ン キ チュ ョ ウ ・ ベ ニシ ジミ ・ ツ バ メ シジミ , それ ヤマ トシ ジミ ・ キ タテ ハ な ど は , 原始 日 本 に 分 布 は し 
て いた こと で あろ う が , その 本 候 環境 は 現在 より は る か に 狭い 特殊 な 場所 で あっ た と 推定 され る の で ある . 

亜寒帯 ・ 冷 温帯 お よび 亜熱帯 に つい て は , 私 自身 の 調査 経験 が な いた め に 具体 的 見 解 を 欠く . 

































































5. ヒ プ シ ・ サ ー マ ル の 日 本 の 自然 と 蝶 相 

A. 自然 環境 

縄文 時 代 の 前 期 を 中 心 に 高 海面 期 が あっ た こと が 関東 平野 の 貝塚 の 分 布 か ら 想定 され た . この 縄文 海 進 は 『C に よ 
る 絶対 年 代 測定 の 結果 , 6,000 一 5, 000 年 B.P. に 海 進 の 最高 頂 期 が あっ た こと は ほぼ 確実 で やる. ヨーロッパ の 幼年 
で は 温暖 な アト ラン チッ ク 期 に 相当 し , 当時 の 気温 は イン グランド 中 部 で 2 で 現在 より 高かっ た と 推定 され て いる . 
日 本 で 海面 が 現在 より どの 程度 高かっ た か に つい て は , 5m (横浜 市 戸塚 駅 ). 2 m (愛知 県 刈谷 市 進 妻 川 1+ 
em(0<e<5m, 埼玉 県 栗橋 町 ) な どの 値 が 出さ れ て いる (井関 , 1977). 気温 の 推定 は 意 多 に 少な く , 藤 (1975) は 
富山 県 射水 平野 の 花粉 分 布 や 北陸 各地 の 海岸 砂丘 の 研究 か ら , 約 2 で 高温 で 海水 準 は 5 m 高 か っ た と し て いる . 

雨量 は , 北海 道 で は 現在 より も 乾燥 し て お り , 本 州 ( 以 南 も ? ) で は 湿潤 で あっ た と いう? (鈴木 , 1974)*. 

海岸 線 は 現在 より ぁゃ 内陸 側 に 入っ て お り , 全体 と し て 温 谷 が 発達 し た リア ス 式 海岸 を 呈し て いた . その 様子 は Mi- 
nato et al.(1965) や 貝塚 ・ 成 瀬 (1977) の 古 地理 図 に 示さ れ て いる . も ちろ ん 大 陸 と 日 本 は 分 離し て お り , 各 島 
嘩 は ほぼ 現在 の よ うに 孤立 し て いた . 

ヒ プ シ ・ サ ー マ ル の 日 本 の 蝶 相 を 復元 する に あたっ て 最も 重要 な の は 当時 の 植生 で ある . 縄文 前 期 の 日 本 の 人 口 は 
2, 000 人 程度 と 推定 され (塚田, 1974), その 経済 活動 は 狩猟 ・ 漁 隣 な どの 採集 で あっ た . し た が っ て 当時 の 人 間 の 営 
力 は 日 本 の 植生 分 布 に ほとん と ど 影 響 を 与え を な か っ た , と し て よい で あろ 5. 

花粉 分 析 学 で は 中 村 純 博士 の 分 帯 が 確立 され て お り , L ( 晩 氷 期 )・RTI・RHI・RIH の 4 帯 が ある. この うち R 
Il 帯 が ここ で いう ヒ プ シ ・ サ ー マ ル で ある . RTI 帯 の 顕著 な 現象 は , 

① 北海 道 か ら 東北 北部 で は Zetula が 急減 し , 代 っ て Quercus・Fagus・uglans が 増加 (北海 道 ) ある い 
は Fagus・Quercus が 増加 (東北 ) し た . 

⑬ 東北 日 本 で は 泥炭 が ひろ く 形 成 さ れ た . 

⑧ 中 部 山岳 で は 落葉 広葉 樹林 帯 は 現在 より 300 一 400m 上 昇 し , Fagus・Quercus が 優 占 し , 温暖 化 か つ 湿潤 
他 選 だ た.、 

④ 西日本 で は 前 時 代 に 優 占 し て いた Quercus・UImus・Zelkova・Celtis な どの 落葉 広葉 樹 が 減少 し , 代 っ て 
Cyclobalano ぁ sis・Shiia な どの 照葉樹 が 進出 ・ 増 大 し た (安田 , 1974). 

朝鮮 ・ 対 馬 海峡 の 開口 , 対馬 暖流 の 日 本 海 へ の 流入 , 北西 の 季節 風 , 春 梁 山脈 の 存在 , と い 2 諸 条件 の 組合 せ は 今 








































































































* な お 鈴木 に よれ ば , 中 国 で は 湿潤 で 竹 類 が 黄河 まで 北上 し , サハ ラ , シリ ア の ダマ スカ ス 盆 地 , イラ ン の ザク ロ 
ス 山 中 , 北西 イン ド の ラジ ャ スタ ン , イン ダス 河畔 は いずれ ぁゃ る 混 潤 で あっ た . これ は ユー ラ シ ア の 蝶 相 を 考え る 
上 に 重要 な 点 で ある . 
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日 と 変わ ら ず , し た が っ て 日 本 海 斜面 は 多 雪 で あっ た . 日 本 海 の 高温 は 蒸気 圧 を た か め , 雪 の 量 は 現在 より な しろ 多 
か っ た と 思わ れる . 

洗 暖 と 湿潤 は 温度 的 植生 帯 を 北方 (高地 ) へ 移動 させ る 点 に 大 き な 影 響 力 を 発揮 し た が , それ 以外 た, 何ら か の 形 
で 乾燥 と 結び つい て いた 植生 帯 な り 種 分 布 城 な り の 縮小 , 分 断 を も た らし た , と 考え られ る . 


B. 蝶 相 
, 考え られ る 蝶 相 の 変化 を 列挙 する と 次 の よう で ある . 

高山 帯 の 縮小 と 分 断 一 一 大 雪 ・ 日 高 ・ 知 床 ・ 飛 騨 ・ 木 門 ・ 赤 石 な ど 諸 山地 の 高山 蝶 分 布 域 の 縮小 ・ 分 断 ・ 消 和 
ヤ チ (原野 ) の 縮小 ーー カラ フト タカ ネ キ マダ ラ セ セ リ ・ シ ロ オ ビ ヒ メ ヒ カ ゲ な どの 退行 

束 性 草原 の 縮 少 と 泥炭 湿原 の 発達 一 一 草原 性 蝶 類 の 縮 少 と 棲息 環境 の 湿原 へ の 転換 ・ 拡 大 

プ ナ ・ ミ ズ ナ ラ 型 落葉 樹林 の 中 部 日 本 で の 拡大 , 東北 北部 一 北海 道 南部 へ の 北上 , これ た 関連 し た コナ ラ ・ ナ 
ラガ シッ ・ ア ベ マ キ ・ ク ヌ ギ な ど 低 地 性 Qzerczs 林 の 縮小 ゼ せ フ ィ ル ス 分 布 の 変化 と と ヒ カゲ チュウ 類 の 変化 (後述 ) 
⑤ 土壌 的 乾燥 植生 の 縮 少 ーー シモ ッ ケ 類 と 結び つく フタ スジ チョ ウ ・ ホ シミ スジ や , クロ ウメ モドキ 類 と 結び つ 
く ヤ マキ チョ ウ ・ ス ジ ボ ソ ヤマ キチ ナチュ ウ ・ ミ ヤマ カラ スシ ジミ ・ ベ ニモ ンカ ラス シジミ , ツメ レン ゲ 類 と 結び つく タク 
ロッツ バ メ シジミ , な どの 縮小 ・ 分 断 

⑧ 照葉樹 林 生 物 相 の 拡大 と 北上 , と くに 沿岸 ・ 河 谷 ぞ い の 北 上 ーー モン キア ゲハ な ど , 湿潤 温暖 な 森林 に すむ 
“南方 系 ” 蝶 類 の 北上 . た だ し , イチ モン ジ セ セリ の よう な 栽培 西 物 と 結び つく 種 や チャ バネ セセリ の よう な オー プ 
ン ・ ラ ンド の 蝶 を 除く . 

⑦ 西南 日 本 に お ける ブナ 林 の 分 断 ・ 縮 小 
の 孤立 化 と 山上 の 小 ポ ビュ レー ショ ン の 絶 小 
⑧ 亜寒帯 林 の 北方 ・ 高 所 へ の 移動 , 西南 日 本 で の 縮小 と 消滅 一 ー エ ル タ テ ハ ・ キ ベリ タテ ハ ・ ク ジャ クチ ョ ッ ・ 
コ ヒ オ ド シ ・ ウ ラジ ャ ノ メ の 西南 日 本 で の 消 減 

⑨ 日 本 海 斜面 多 雪 地 帯 の 拡大 一 - リ ュー ドル フィ ア 線 の 内 陸 べ へ の 移動 

これ ら ヒ プシ ・ サ ー マ ル に 想定 され る 諸 現象 の うち , も っ と る も 復元 が 困難 な の は , 現在 山林 の 雑木 林地 帯 に 棲む 蝶 
た ちの 棲 候 環境 で ある . 若干 考え を の べ て み る . 

少な く と も 西南 日 本 で は , ミヤ マセ セリ (@zezczS、。 と くに コナ ラ ), ダイ ミュ ョ ツウ セ セリ (の zoscoreg, と くに トコ 
ロ ), コチ ャ バネ セセリ ( ネ ザ サ 類 )) ナミ アァ ゲハ (サン シュ ョ ウ 類 ), キチ ョ ウ (と くに ネム ノ キ ),。 ムラ サキ シジミ 
(アラ カシ 等 )) ウラ ゴマ ダラ シジミ で イボ ポメ ) ウラ キン シジミ (マル バア オダ モモ 等 )) アカ シジミ ・ ウ ラナ ミア カシ 
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フジ ミド リ シ ジ シジミ ・ ヤ マキ マグ ダラ ヒ カゲ ・ ヒ メキ マダ ラ ヒ カ ゲ な ど 











ジミ ・ ミ ズ イ ロ オナ ガ シ ジ ミ ・ ウ ラミ スジ シジミ ・ オ オミ ドリ シジミ (QQ@zercus), ウラ ジロ ミド リ シ ジ ミ ・ ヒ ロ オ ビ 
ミド リ シ ジ ミ (ナチ ナラ ガ シ ソ Y ソ ), グロ ミド リル ジミ て し ク スギ) トラ フシ ジミ , コッ バス メス (と くに ッッ マジ 科 ), クロ シ ジ 
ミ , ルリ シジミ , イチ モン ジ チ ナチュ ウツ (スイ カズ ラ 科 各種 ) アサ マイ テモ ンジ (スイ カズ ラ ), コミ スジ , ルリ タテ ハ 
(サル トリ イバラ ), クロ ヒ カ ゲ ・ ク ロ ヒ カゲ モドキ ・ ヒ カゲ チュウ ・ キ マダ ラ モ ド キ ・ サ トキ マダ ラ ヒ カ ゲ , な どの 
種 が 雑木 林地 帯 に 棲 島 し て いて , 低 山 の 蝶 相 の 最大 の 構成 要素 と 認め られ る . 各種 は カッ ュ 中 に 挙げ た よう な 植物 を 
主食 と し て お り , その 種 分 布 城 や 個体 数 か ら 考 えて 雑木 林 と の 結び つき は か な り 歴 史 的 に 強固 な も の と 推定 され る . 
いっ ぽう 雑木 林 は , 農家 の 衣 芽 更新 に よる 低木 林 経 営 C に よっ て 人 工 的 に 作出 され た 三次 林 で あり , ヤブ プッ バキ ・ ク 
ラス 域 に お ける 代償 植生 で あり (宮脇 , 1967), スス キ を 草原 > ュ コナラ 林 マ シイ 林 と すす む 乱 移 の 途中 相 で ある (沼田 ・ 
岩瀬 , 1975), と いう の が 現在 の 植物 生態 学者 の 支配 的 な 見 解 で ある らし い . 
新 炭 ・ 和 牛馬 餌 料 ・ 堆 肥 な どの 採取 の た め に 雑木 林 が 拡大 され る 上 直前 の 原始 の 日 本 (ここ で いう ヒア シ ・ サ ー マ ル 
の 時 代 ) に この よ 5 な 雑木 林 の 原型 は 全く 存在 し な か っ た の で あり , 蝶 た ち は 各 種 ク ライ マッ クス 林 (ある い は その 
林 縁 ) で 生活 し て いた の で あり, そこ か ら 2 千年 の 間 に 徐 々 に 雑木 林 へ 入り こん で きた の だ , と いう 解釈 も あり えな 
いこ と で は な い . し か し 植物 生態 学 の 常識 で も っ て 蝶 の 世界 を 割り 切る 必要 は な く , 我々 と し て は 区 積 し た 蝶 学 の 資 
料 が さ し し めす 方 向 に よっ て 植物 生態 学 の 常識 を 批判 すれ ば よい . 
上 述 の 29 種 の 中 に は , 地理 的 分 布 域 も 広く , 食性 の 幅 も 広く , 棲息 環境 $ 幅 広く て 雑木 林 に 限定 され な い コ チャ パ 
ネ セ セリ ・ ナ ミア ゲハ ・ キ チョ ウ ・ ム ラサ キシ ジミ ・ ル リ シ ジ ミ ぃ イチ モン ジ チ ョ ウ ・ ク ロ ヒ カゲ の よう な 種 が あ 
り , お そら く 人 和信 工 の 二 次 林 拡 大 に と も な っ て 勢力 を 拡大 し た の で は な いか , と 思わ れる . 一 方 , 低地 性 ダ ゼ フィ ルス の 
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ある も の (福田 ほか , 1972 の 指摘 ) や クロ ミド リ シ ジ ミ の よう な , 分 布 が 局 限 され , 食性 の 幅 が せま く , 棲息 環境 も 
限定 され る 種 の 存在 は , 代償 植生 と し て の 雑木 林 が 拡大 する 以前 に , これ ら の 蝶 が 本 来 の 棲息 域 と し て 選ん で いた よ 
うな 雑木 林 的 自然 林 が 原始 の 日 本 に あっ た こと を 推定 させ る の で ある . それ は 吉良 竜夫 博士 (1949) が 暖 帯 落 葉 樹林 

(クリ 帯 ) と し て 想定 し た 植生 に ほか な ら な い . 

た だ 吉良 博士 の シス テム で は , 暖 帯 落葉 樹林 は 温 量 指数 か らい えば 暖 帯 に 属し な が ら 冬 の 寒さ の た め に 常緑 広葉 樹 
が 生育 で き な い と いう , 温度 的 条件 だ け で 説明 され て いる ( 夏 の 暑 さ の た め に プ ナ が 生育 で きず , 冬 の 寒さ の た め に 
カシ 類 が 生育 で き な い ). し か し 歴史 的 に 見 る な ら ば , 暖 帯 落 葉 樹林 は 氷 期 に お ける 低温 と 乾燥 と いう 二 大 気候 条件 
の 複合 に よっ て 拡大 し た も の が (これ に つい て は 次 章 で の べ る ), ヒモ プシ ・ サ ー マ ル に お ける 高温 と 湿潤 に よっ て 縮 
小 ・ 変 質 し , それ が 農業 時 代 に 入っ て 再び 拡大 し 人 間 の 影響 に よっ て いち じ る し く 変 質 し た も の , と 理解 で きる . こ 
の 理解 の 方 が 蝶 の 棲 島 を うま く 説 明 で き の で ある . 

その 例 と し て と カゲ チョ ッ 類 を 挙げ て お きた い . 

キマ ダラ ヒ カ ゲ 属 の 2 種 は , 大 地域 的 に みる と 分 布 は 重複 し て いる . し か し 垂直 分 布 は 若干 の 混 懐 地 は ある も の の , 
高 所 に あっ て Sgsg を 食べ る ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ と , 低 所 に あっ て PIeioblastus を 食べ る サト キマ ダラ ヒ カ ゲ と が 
ほほ ぼ 棲 みわ け て いる の は 周知 の と お り で ある . ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 方 が 分 布 域 が 広く , 樺太 ・ 佐 渡 ・ 屋 久 島 に も ゃ み 
られ る (離島 一 一 海洋 的 気候 一 一 つま り 湿 潤 な 環境 に も 棲息 する ). サト マダ ラ ヒ カ ゲ が 北海 道 ・ 本 州 ・ 四 国 ・ 九 州 
と いっ た 大 島 た の み 棲 條 する こと か ら , 両者 の 分 化 , と く ( に サト キマ ダラ ヒ カ ゲ の 成立 は 日 本 の 四 大 島 の 何処 か で あ 
っ た と 推定 され る . サト キマ ダラ ヒ カ ゲ は 本 来 , どの よう な 環境 に 結び つい て 種 を 成立 させ た か を 考え る と , 当然 プ 
ナ 帯 より も ゃ 低位 に ある 自然 林 で な けれ ば な ら な い . 春日 山原 生 林 の 調査 経験 で は , 原生 状態 の 照葉樹 林内 部 に は 食 草 
も 蝶 の 姿 も きわ め て 少な く , 周辺 の 雑木 株 地帯 で どちら も 多い と いう ュ ン トラ スト が 鮮明 で あっ た . つま り サ トキ マ 
ダラ ヒ カ ゲ 本 来 の 棲息 環境 は , 温度 的 に は 暖 帯 で も っ て , 林 床 や 林 縁 に 竹 笹 類 の 多い . 落葉 樹林 的 森林 で し か あり を 
な いこ と に な る . つま り 了 暖 帯 落 葉 樹林 と いう こと に な る . 

Lethe 属 の 分 布 は 奇妙 で あり , 大 阪 付近 で は ヒ カ ゲ チョ ッ ウッ と クロ ヒ カ ゲ が か な り の 幅 で 混 棲 す る . 四国 の 徳島 で は 
と カゲ チュ ッ が 低 山 に , クロ ヒ カ ゲ が 冷温 帯 に , ほぼ 人 棲み わけ て いる . 九州 で は クロ ヒ カ ゲ が 全域 を 占め , ヒ カ ゲ チ 
ュ ッ は 北九州 で 局所 的 に み ら れ る に すぎ な い . 東北 北部 一 北海 道 で は クロ ヒ カ ゲ の み と な る . この 現象 を 寒 朋 と いっ 
た 物理 的 条件 と 蝶 の 生理 的 適性 か ら 合理 的 に 説明 する こと は 不可 能 で ある (日 浦 , 1959). 可能 な 解釈 は に カゲ チョ 
ッ ) クロ ヒ カ ゲ モドキ (お そら く キ マダ ラ モ ド キ も ) の 本 来 の 棲息 環境 は 暖 帯 落葉 樹林 で あっ た の で あり , ヒ プ シ ・ 
サー マル に いっ た ん 縮小 ・ 有 家人 迫 し , 農業 時 代 に 二 次 林 と し て 拡大 し た と き , それ に 乗じ て 棲息 域 を や や 拡大 し た の が 
と カゲ チュ ウッ, ほとん ど 拡 が れ な か っ た の が クロ と カゲ モドキ , 全面 的 に 勢力 を ひろ げた の が サト キマ ダラ ヒ カ ゲ 
拡大 は し た が 所 に よっ て 低地 に 進出 し な か っ た の が クロ ヒ カ ゲ , ほとん と 拡大 し な か っ た が 一 部 湿原 的 環境 に ひろ が 
っ た の が キマ ダラ モドキ , と いう 筋道 で ある . 餌 に どん な タイ プ の イネ 科 を 選ぶ か と いう 蝶 の 食性 選好 と , 人 穫 や 未 本 
自体 の 林 の 変化 に と も な う 勢 力 の 変動 が これ に 関与 する の は いう まで も な い . ネ ザ サ と スス キ の 拡大 が 重要 な 引き 金 
と な っ た の で な いか . と 考え て いる , 

この よう に , 一 方 で は 論理 的 に ヒ プ シ ・ サ ー マ ル の 自然 環境 を 推定 し , 一 方 で は 蝶 の デー タ に 忠実 に 考え る な ら ぱ ば , 
5~6, 000 年 以前 の 蝶 相 を 復元 する こと は ある 程度 可能 で ある . そし て 復元 作業 の 過程 で , 現状 の 新しい 解釈 の 緒 口 
が 得 ら れる . 

か つて 民俗 学 の 柳田 国男 は 東北 日 本 海 沿岸 の ツバ キ 林 の 散 点 的 分 布 を 人 為 的 な 成立 と 考え た が (1928, 41), これ ぢ 
モ フ プ ' シ ・ サ ー マ ル の 存在 を 彼 自身 知ら な か っ た た め の 誤 解 で ある (日 浦 , 1973). 













































































6. マキ シマ ム ・ ウ ルム の 日 本 の 自然 と 蝶 相 


A. 自然 謀 境 

第 四 紀 層 序 ・ 火 山 灰 編 年 ・“C な ど に よる 絶対 年 代 測定 ・ 植 物化 石 ・ 花 粉 分 析 ・ 圏 谷 の 研究 , 等 々 が 総合 され て , 
現在 より 17, 000~25, 000 年 ほど 昔 に 寒冷 期 が 日 本 に も あっ た こと が 確実 と な っ た (ピー ク は 18, 000 一 20,000B. P.). 
これ が 最終 水 期 最 寒冷 期 で や り , ヨー ロッ パ ア ルプ ス の 氷河 編 年 で いん ば ウル ュ 氷 期 第 還 亜 氷 期 , 北米 の ウツ ィ ス ュ コン 
シン 氷 期 ニ ゾ リー 亜 水 期 に 対比 きれ る . ふつ う マ キシ マム ・ ウ ルム Maximum Wurm と 呼ば れ て いる . マキ ジマ 
ム ・ ッ ルム の 日 本 の 蝶 相 を 復元 する た め に , まず 当時 の 日 本 の 自然 環境 を 復元 する 必要 が ある そ . れ は 現在 と は か な 
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り 違 う も の で あっ た . 

① 海岸 線 結氷 に よる 海水 準 低下 量 の 計算 値 は , 南極 大 陸 に お ける 氷 床 厚 の 研究 結果 か ら 次 第 に 改良 され , も っ 
と も 新しく は 132m と され る (Flint, 1969). 日 本 で は , 有明 海 の 深 さ 約 130m の 海 釜 を 最低 海面 期 だ お ける 海 食 面 
と する 見 解 : 津軽 海峡 の 最大 水深 140m が , 船底 型 石器 が 海 同 の 南北 に 分 布 す る こと か ら , 陸 化 し て いた と する 見 解 
; 臨海 平野 の 沖積 層 埋 積 谷底 の 深 さ の 検討 か ら , 河口 の 位置 を 一 140m と 想定 する こと が 朋 当 と の 見 解 ; 等 々 に より 
140m と い 2 う 見解 が 支配 的 に な っ て いる (井関 , 1977). し た が っ て 現在 の 海底 深度 一 140m 線 が , いち じ る し い 地 盤 
変動 が な か っ た 地域 で は , マキ シマ ム ・ ウ ル ょ の 海岸 線 と いう こと に な る . 

間宮 ・ 宗 谷 ・ 対 馬 ・ 大 隅 の 四海 峡 は 完全 に 陸 化 し : 津軽 海峡 と 朝鮮 海峡 * は 陸橋 状態 と な り : 瀬戸 内 海 は 全面 的 に 
陸 化 し た j) し か し , 奥尻 と 佐渡 島 は 本 土 と つなが ら ず ; 伊豆 諸島 と トカ ラ 以 南 の 琉球 列島 の 名 島 風 は , ほほ 現在 の よ 
うに 互い に 分 離し て いた : と 考え られ る (た だ し 沖縄 一 一 久米 , 石垣 一 一 西表 は つなが っ て いた ). し た が っ て 生態 
的 条件 を 考慮 し な けれ ば , 大 陸 と 日 本 の 蝶 の 移動 は 可能 で あっ た . 

② 山地 の 起伏 第 四 紀 の 地殻 変動 量 は 地形 学 的 手法 や 地質 学 的 手法 に よ り 計測 され , 山地 で は 日 本 アル プス な ど 
の 最大 値 で 1, 700m の 隆起 , 大 平野 で は 関東 平野 の 最大 値 で 1, 000m の 洗 降 と いう 値 が 出さ れ て いる . 合計 3,000m に 
達する 起伏 量 の 増大 が 行わ れ た . し か し これ は 第 四 紀 200 万 年 を 通じ て の 総和 で あり , マキ シマ ム ・ ウ ルム ュ 以 降 2 万 
年 の 変動 量 は 時 間 経 過 が 短い だ け に 少な く , せい ぜ い 30 一 40m で あっ た と 考え られ る . し た が っ て マキ シマ ム ・ ウ ル 
ょ の 山地 の 起伏 状態 は , ほぼ 現在 と 同様 で も っ た と 考え て よい . 

③ 海流 と 降雪 朝鮮 ・ 対 馬 両 海峡 の 閉鎖 (また は 狭 少 化 ) は 対馬 暖流 の 日 本 海 へ の 流入 停止 (また は 流入 量 の 減 
少 ) を も た ら す . この こと は 日 本 海 側 に 気候 上 の 二 っ の 影響 を 与え る . ひと つ な は 日 本 海水 温 の 低下 (小笠原, 1975 は 
6 で 低下 と 推定 ) が 沿岸 部 の 気温 を 低下 させ る こと で あり , も う ひ と つ は 水温 低下 一 つ 海 ( 湖 ) 面 の 蒸気 圧 の 低下 一 
っ 日 本 海 か ら の 湿気 の 輸送 の 減 ー っ 傘 深 山脈 日 本 海 斜 面 の 降雪 量 の 減少 , と 多 雪 地帯 の 縮小 や 降雪 量 の 減少 が 想定 
され る の で ある . 鈴木 (1972) は 別 の 手法 に より 降雪 地 の 範囲 を 推定 し , 一 方 で は 台湾 坊主 が 当時 も 日 本 に 雪 を も た 
ら せ た と 考え て いる . 

親 潮 が 太平 洋 岸 を どこ まで 南下 し た か , 黒潮 が どの よう な コース を と っ て 流れ , どこ まで 北上 し た か も 当時 の 気候 
の 復元 に 重要 な 問題 で も わる が , 現在 の 私 は 知識 を 持た な い . 

④ 気温 日 高山 脈 や 日 本 アル プス の 圏 谷底 の 高 さ か ら , 当時 の 夏季 の 気温 降下 量 を 推定 する 試み が ある . た と を 
ば 北緯 36? 付近 に お ける 現在 の 雪 線 降 度 は 4.000m の 大 気 中 に あり , 圏 谷底 の 海抜 高度 は 2,.600m で ある か ら , 了 園 谷 
が 形成 され た 時 代 の 雪 線 降下 は 4,000 一 2, 600=1, 400m と 推定 され る . 気温 減 率 を 高度 差 100m に つき 0.55C と す 
る と , 1.400 た 100X0.55=7.7C と いう 値 が 出る . 

植物 化石 の 種類 構成 か ら , 1, 500m の 植生 帯 の 低下 が あっ た と する 見 解 も ある . た と えば 東京 都 江古田 の 針葉樹 化 
右 層 に つい て で ある . 藤 (1975) は 植物 化石 か ら 計算 し て 年 平均 気温 を 推定 し , マキ シマ ム ・ ウ ルム の 日 本 の 等 温 線 
分 布 図 を 画 い て いる ( 図 5 の A). 第 四 紀 十 植物 研究 グルー プ (197 わ は 気温 降下 量 は 最小 限 7 C で あっ た と し て いる , 
この よう な 気温 推定 の 手法 に 対し て は , た と えば 降雨 (降雪 ) 量 の 変化 と いう ファ クタ ー が 抜け て いる な どの 批判 
が あり , 7 C の 低下 と いう 推定 値 に あく まで 第 一 次 モデ ル と し て の 意味 を も た せ て お く の が 賢明 で あろ う . 蝶 相 の 復 
元 の た め に は , 第 一 次 資料 と し て の 各地 の 古 値 物 の デー タ か ら 直 接 マ キシ マム ・ ウ ルム ょ の 植生 図 を 作製 する 作業 が 必 
要 で ある . 

⑤ 植生 帯 日 本 が 位置 する ユー ラ シ ア 東岸 は , 乾燥 に よる 植生 帯 の 乱れ が な く , 北 か ら 南 まで 湿潤 気候 が 連続 し , 
植生 帯 は ぁ ぉ っ ぱら 気温 の 変化 に 支配 され た 帯状 配列 を 見 せる , 世界 で 唯一 の 珍 ら し い 地 域 だ と いわ れ て いる (今西 ・ 
吉良 , 1953). その 帯状 配列 は 大 ま か に 次 の よう で ある . 




























































































































































































北極 ・ 重 北極 区 系 ツン ドラ 植生 
ヨー ロッ パャ シベ リア 区 率 - - - 針 葉 樹林 帯 

。「 冷 温帯 画 区 系 --- 落葉 樹林 帯 
昌 華 区 系 ] 放 人 区 照葉樹 林 帯 
イン ド シ ナ 区 系 ーーー- 一 亜熱帯 林 
マレ ー シ ジア 区 系 -- 熱帯 林 


* 開い て いた と いう 説 も ある . 
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低温 で あっ た マキ シマ ム ・ ウ ルム に は , 当然 この 帯状 配列 が 水平 的 に は 南 へ , 
こと に な る . ここ で 間 題 が ある . 

第 1 は, 中 部 日 本 で 7 で と 推定 され た 気温 降下 量 (それ も 夏季 の ) が , 北緯 24? か ら 45? に わた る 細長 い 日 本 列島 
の すべ て の 地 に 同様 で も や っ た の か ど うか, と いう 疑問 で ある . 

第 2 は, 気温 は 夏季 も 冬季 も ひと し く 7 で 程度 下っ た の か どうか, 夏季 は 低温 で も 冬季 は 7 で も 下 ら な か っ た と い 
5 可能 性 は な い の か , と いう 疑問 で ある . 

第 3 は , 乾燥 の 問題 で ある . 

140m に 及ぶ 海面 の 低下 に より 海岸 線 は 現在 の 大 陸 棚 外縁 に まで 後退 し た . 当然 日 本 で も 大 陸 度 は 増大 し た で あろ 
う . 朝鮮 ・ 対 馬 海 峡 の 閉鎖 が 降雪 量 を 減ら し た こと は 上 述 の と お り で ある . ここ に お いて , 現在 は アジ アァ 大 陸 部 に み 
と め ら れる 内 陸 乾 燥 帯 の 草原 的 植生 ( 西 お よび 中 央 アジ ア 区 系 ) が 日 本 に 及 ん で いた 可能 性 が 考え を られ る の で ある . 

この よう な 三 つ の 疑念 を 抱い て , 当時 の 植生 の 内 容 (種類 組成 や 優 占 する 生活 型 ) を 検討 ・ 解 釈 す る 必要 が ある . 
各 植 生 自体 が 今日 と 同様 で あっ た 保証 は な い . 

マキ シマ ム ・ ウ ルム の 日 本 の 植物 相 の 資料 は , 未だ 少な い . 第 四 紀 古 植物 研究 グル シー プ (1974) に よれ ば , 絶対 年 
代 測定 値 を 伴っ た 報告 で 17, 000 一 25, 000 年 B.P. の 範囲 に 収まる 資料 は わずか 15 地 点 で あり , し か も 東北 日 本 た 偏っ 
_ て いる (北海 道中 南部 2, 東北 5, 中 部 4, 近畿 3, 中 国 1). これ ら の 逐 し い 資 料 か ら , 諸家 の 推測 を 紹介 する と 
次 の よう で ある . 

ツン ドラ 帯 一 一 北海 道東 北 半 分 , た だ し この 地域 で の 花粉 分 析 資 料 は 費 無 (塚田, 1974). 小 構 と 盛岡 を むす ぶ 線 
より 東 (た だ し 日 高山 脈 西 往 を の ぞ く ) は 周 水 河 地域 で ツリ フラ ンク ショ ン が 盛ん で あっ た ( 植 被 が 薄い こと を 意味 
する ) (鈴木 , 1972 ; 図 5 B). 

針葉樹 林 帯 一 一 北海 道 西南 部 か ら 中 国 山地 ・ 紀 伊 山地 まで 連続 , 四国 山地 に ゃ 広かっ た : た だ し 日 高 西 術 か ら 道 南 
部 まで は 森林 ツン ドラ と 考え る (グイ マツ の 存在 ) (塚田 , 1974). 亜寒帯 性 針葉樹 は 大 型 遺体 と し て は 球 果 が 発見 さ 








E 邊 的 に は 下 へ 移動 し て いた と い 5 

















































































































Fig.5 マキ シマ ム ・ ウ ル 
ム の 自然 の 推定 . A : 植 
物化 石 に 基づく 年 平均 気 
温 と 氷河 (斜線 部 ) の 推 
定 分 布 域 ( 藤 , 1975 に よ 
る ). B: 海岸 線 ( 具 塚 
・ 成瀬 , 1977 に よる ). 
お よび 積雪 域 (斜線 部 ) 
と 結氷 限界 (波線 ) ( 鈴 
木 , 1962 に よる ). C: 
植生 帯 ; 黒色 部 は タン ド 
ラ 地帯 , 右 下 り 斜 線 部 は 
森林 ツン ドラ , 白色 部 は 
亜寒帯 性 針葉樹 林 , 右上 

斜線 部 は 冷温 帯 落葉 広 

葉 樹林 (ブナ 属 優 占 , ス 

ギ ・ コ ウッ ヤマ キ を 含む ), 

点 部 は 温帯 落葉 樹林 ( 吉 

良 の 暖 帯 落 葉 樹林 ), 網 

部 は 暖 温帯 照葉樹 林 ( 塚 

田 , 1974). 
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れ や すく , また 花粉 の 生産 が 多い た め に 花粉 分 析 で も 把握 し や すい . し た が っ て 分 布 最 大 範囲 を いち ば ん 知り や すい 
植生 で ある . し か し 「 氷 期 の ブナ 帯 に は ウツ が ガ が ・ モ ミ と ウラ ジロ モミ と ハリ モミ が モザ イク 状 に 生育 し て いた と 考え ら 
れる 」 と いう 花粉 学者 の 推定 ちあ っ て , マキ シマ ム ・ ッ ルム の 針葉樹 林 帯 の 南限 が プ ナ 帯 の 北限 と 今日 の よう に シャ 
ー グ に (? ) 境 さ れ て いた か どう か , 不明 で ある . 

プ ナ 帯 の 南限 と 照葉樹 林 帯 の 北限 一 一 蝶 相 の 再 構成 に も っ と る 重要 な 問題 で も や る が これ が も っ と も わか ら な い . そ 
れ は 照葉樹 林 が 存在 し た 可能 性 の ある 当時 の 海岸 地帯 が , 現在 は 海面 下 に ある こと , 西南 日 本 低地 の 花粉 分 析 資 料 が 
乏しい た めで ある . 気温 の 7 で 程度 の 降下 , 植生 帯 の 1,500m 程度 の 降下 を あて は め る と , 当時 の 九州 南端 まで ブナ 
林 が 占め , 照葉樹 林 帯 は 日 本 本 土 に な か っ た こと と に な る . し か し 後 氷 期 の 暖 帯 樹種 の 北上 ・ 復 活 が 早い こと が 花粉 分 
析 で 確 め られ て お り , これ を 説明 する た め に は 九州 (四国 ・ 紀 伊 ・ 房 総 に も ? ) 南部 の 太平 洋 岸 に 照葉樹 林 が 残存 し 
た と 想定 せ さ る を えな い . この 矛盾 の 解決 は 今後 に 残さ れ て いる . 

暖 帯 落 薬 樹林 一 一 塚田 (1974) は マキ シマ ム ・ ウ ルム に 紀伊 四国 九州 南 間 九州 西部 山陰 西 半 に 
“温帯 落葉 樹林 ” が 広く 存在 し た と 考え て いる ( 図 5 の C). この 場合 の 温帯 は 冷温 帯 と 暖 温 帯 に は さま れ た 独立 の 
ゲー ン で , し た が っ て 塚田 の 温帯 落葉 樹林 は ほぼ 吉良 (1949) の 暖 帯 落葉 樹林 に あたり , 塚田 は これ が 現在 の 日 本 で 
は 東北 ・ 中 部 ・ 関 東 の 低地 か ら 近 畿 ・ 中 国 の 山地 に 広く 連続 的 に 存在 し , 四国 や 九州 山地 に も る 分布 が 広い と 解釈 し て 
いる . この 解釈 は ヒア シ ・ サ ー マ ル の 項 で の べた 雑木 林 の 蝶 の 必 史 を 考え 々 る の に 好都合 で ある が , マキ シマ ム ・ ウ ル 
ム の 資料 が ほな と ん ど な い た め に 当時 の 樹種 構成 が どの よう な も の で あっ た か , 不明 で ある . 

琉球 列島 一 一 資料 は さら に 乏しい . 名 護 市 許田 の 低位 段丘 層 (33,870 エ 80 年 B.P. ) の 花粉 分 析 で は 次 の 結果 が 
出 て いる . 

Pinus (Hapiloxylon)* 少 , Pinus (Diploxylon) 多 , Pseudolarix* 1, Cryptomeria* 少 , Cunninghamia™* 
少 , Alnus* 少 ,」 Fagus?* ポ , Ulmus or Zelkova* 普通 , 7Zex 普通 , Acer 少 , Liquidambar* 普通 , Lager- 
stroemia 普通 , 〇 7 の 7ocos 多 , Camellia 普通 , Mallotus? 少 , Ilicium 少 , Moraceae 少 , Ericaceae 少 , 
Oleaceae 普通 , Viburnum 少 , Parthenocissus 少 , Artemisia 少 。 (% 印 は 現在 の 沖縄 に 自生 し て いな い 属 , 沖 
縄 第 四 紀 調査 団 , 1976). 

絶対 年 代 か ら は マキ シマ ム ・ ツ ルム より 少し 古い が , お そら く 当 時 の 沖縄 は 照葉樹 林 帯 で 占め られ , 若干 の 暖 帯 沙 
葉 林 の 樹種 が 混じり , 亜熱帯 の 要素 は ほとん ど な か っ た と 推定 され る . 


B. 蝶 相 

以上 の よう な 自然 環境 の 推定 か ら , マキ シマ ム ・ ウ ルム の 蝶 相 を 復元 する こと は 未だ 無理 で ある こと が わか る . そ 
れ で ぁゃ 次 の よう な 想定 が , 将来 の 検証 の た め の 第 一 次 モデ ル と し て 許さ れる で あろ 5. 

① 高山 帯 の 蝶 相 一 一 北海 道 の 高山 蝶 は この 時 期 の 侵入 で あっ た と 考え て よい . し か し , 中 部 地方 の 高山 蝶 は 少な 
く と も ゃ も 17,000 一 25, 000 年 B.P. の マキ シマ ム ・ ウ ルム に は すでに 定着 し て お り , 少な く と も より 古い 寒冷 期 の 侵入 で 
あっ た と 考え られ る (北海 道 で の 欠 除 , 西日本 で 高山 帯 が 朝鮮 まで 連続 し て いた 可能 性 が な いこ と か ら ), 

② 草原 性 蝶 類 一 一 キア ゲハ ・ モ ン キ チョ ウツ ・ ベ ニシ ジミ ・ ッ マッ バ メシ ジミ な どの いわ ゆる 広 草 原 性 蝶 類 (高橋 真弓 , 
1968) の 現在 の 分 布 は , 多分 に 農業 時 代 に 入っ て か ら の 人 為 に よる 類 草原 的 環境 の 拡大 に 乗じ し て 汎 日 本 本 土 的 に 拡大 
し た も の と 考え られ る . これ ら を 除外 する と , 狭 草 原 性 蝶 類 の 分 布 は 東 シ ベ リア ァ ー 一 樺太 一 一 北海 道 一 一 中 部 地方 と 
北 備 し た パタ ー ン と , 旧 南 満 洲 一 一 朝鮮 一 一 北九州 一 一 中 国 地方 一 一 中 部 地方 と 西 備 し た パタ ー ン (植物 地理 学 で い 
2 満 鮮 要 素 ) に 大 別 さ れる . 20 万 分 の 1 図 幅 ご ど ご と に それ ぞ れ の 所 産 種 数 を 勘定 する と Fig. 6 の よう で ある . 

狭 草 原 性 蝶 類 の 現在 の 分 布 が 過去 の レリック で ある と い 5 解釈 に 立つ な ら ば , Fig. 6 は 過去 の 草原 的 環境 の ひろ 
が り を 近似 的 に 示し て いる と 考え て よい . その 過去 と は , これ まで 述べ て きた 理由 た に た よって, マキ シマ ム ・ ウ ルム と 
考え て よい で あろ 25. 

③ 日 本 海 要素 - 一 一 植物 地理 学 で い 2 日 本 海 要素 に 相当 する も の は , 蝶 で は これ まで 正式 に 検討 され た こと が な か 
っ た . しかし, ウツ スバ シロ チョ ッ の 黒 化 傾向 の 顕著 な 一 群 ( 林 慶 , 1951) や ギフ チョ ウッ の nakamurae の 存在 は こ 
れ に 当たる も の で ある . 本 州 東北 半分 の 日 本 海 斜面 に , 降雪 と 結び つい た 湿潤 な 棲息 環境 が 存在 し た 証拠 で ある . 

④ 落葉 樹林 の 蝶 一 一 現在 日 本 本 土 の 固 有 種 と し て 認め られ て いる 蝶 は 15 種 ある が , この うち と ヒサ マツ ッ ミ ドリ シ ジ 
ミ ( 暖 帯 照葉樹 林 上 部 ) を 除い た 14 種 は すべ て 落葉 樹林 の 蝶 で ある . 
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Fig.6 狭 草 原 性 蝶 類 の 種 数 分 布 (20 万 分 の 1 図 幅 あたり ). A: 北 信 型 11 種 (カラ フト タカ ネ キ マダ ラ セ セ 
リ ・ コ キマ ダラ セセリ ・ ミ ヤマ シジミ ・ ア サマ シジミ ・ ホ ソバ ヒョウ モン ・ カ ラフ ト ヒ セ ヒョウ ツモ ン ・ ヒ ョ ウツ 
モン チョ ツ ・ コ ヒュ ョ ウツ モン ・ ギ ン ボ シ ヒ ョ ウツ モン ・ シ ロ オ ビ ヒ メス メ ヒ カ ゲ ・ エ ゾ ヒ メシ ロ チ ョ ッ ツ ). BY 西 
偽 型 ( 満 鮮 要素 ) 16 種 (と メシ ロナ チョ ウ ・ オ オル リ シ ジ ミ ・ ゴ マシ ジミ ・ ヒ メシ ジミ ・ ヒ メ ヒ カ ゲ ・ オ オウ 
ラ ギ ン ヒ ビョウ ツモ ン ・ コ ヒュ ウツ ウ モ ン モ ドキ ・ ウ スイ ロ ヒ ョ ュ ウ モン モドキ ・ ヒ ュ ウ モン モドキ ・ キ タテ ハ ・ ギ 
ン イ チ モ ン ジ セ セリ ・ ホ シナ チャ パネ セセリ ・ ス ジグ ロ チ ャ パネ セセリ ・ ヘ リグ ロ チ ャ バネ セセリ ・ ヒ メキ 
マダ ラ セ セ リ ・ ア カセ セリ ). C: A と B の 合計 . 
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冷温 帯 (ブナ 帯 )/: フジ ミド リ シ ジ ミ ・ エ ゾ ミ ドリ シジミ ・ ヤ マキ マダ ラ ヒ カ ゲ 

曖 温帯 (クリ 帯 ): ギフ チュ ウ ・ ヒ ロ オ ビビ ミドリ シジミ ・ ミ ヤマ カラ スシ ジミ ・ ベ ニモ ンカ ラス シジミ ・ ア サマ イ 
チ モ ン ジ ・ ウ ラナ ミ ジ ャ ノ メ ・ ヒ カゲ チョ ウ ・ サ トキ マダ ラ ヒ カ ゲ ・( 準 固有 : クロ ミド リ シ ジ ミ ) 

冷温 帯 と 暖 温帯 に また が る ふも の : ウラ キン シジミ ・ ス ギタ ニル リ シ ジ ミ ・ コ チャ バネ セセリ 
固有 種 の 歴史 は 当然 古く , マキ シマ ム ・ ウ ルム に は 日 本 本 土 の ど こ か に その 棲息 環境 が 温存 され , し か も それ は か 
な り 広 域 で , さら に 大 陸 (と くに 朝鮮 や 中 国 大 陸 ) と 連続 し て いな か っ た こと が 想定 され る . 

⑤ 岩場 の 蝶 の 棲息 環境 は 現在 より 広く , より 普遍 的 で あっ た . 

⑧⑥ 照葉樹 林 の 蝶 一 ーー これ を 琉球 列島 に 分 布 を 欠く ルー ミス シジミ ・ サ ツマ シジミ ・ コ ジャ ノ メ ・ ク ロコ ノ マ チ ョ 
ッ な ど と , 琉球 に 普遍 的 に 分 布 す る クロ セセリ ・ ク ロア ゲハ ・ モ ン キ アゲ ハ ・ キ チョ ウ ・ イ シ ガ ケ チョ ウッ な ど に 区 二 
別 で きる . 両者 は 当然 後 水 期 に 北上 し て きた ルー ト が 違い , その こと は マキ シマ ム ・ ウ ルム に お ける 分 布 バ ター ン の 
差 を 意味 し て いる . 当時 の 分 布 北限 が どこ に あっ た か の 推定 は 難し い が , 日 本 本 土 南端 部 に 及 ん で いた か ど う か は 種 
内 の 地理 的 変異 が 鍵 と し て 使え る で あろ う . 

ヤマ トシ ジミ の @7g2 の の. シル ビア シジミ の emelinga, スミ ナガ シ の zesiotes, ヤク シマ ルリ シジミ の 72226720722S, 
タイ ワン ツバ メシ ジミ の ん gwg27,。 な どの 本 土 亜 種 の 南限 が 態 毛 諸島 に あり , クロ コノ マチ ョ ュ ッ oitensis や シー ミス 
シジミ loomisi の 南限 も 熊毛 諸島 で ある こと , な ど を 考え る と , 熊毛 諸島 以 北 に 固有 亜 種 を も ゎぁ つ 種 は マキ シマ ム ょ ふ ・ 
ッ ウッ ルム に 本 土 に 分 布 が 及 ん で いた の で あり , 固有 亜 種 が みとめ られ な い 種 は トカ ラ 海 峡 以 南 に し か 及 ん で いな か っ た 
と し て よい で あろ う . この 論議 の た め に は , 種 内 変異 の 研究 が さら に 正確 に 進め られ な けれ ば な ら な い 、. 

⑦ 針葉樹 林 帯 の 蝶 一 一 クジ ャ クチ ョ ウッ な どの 分 布 は 西南 日 本 に 普遍 的 で あっ た . 























7. お わり に 
絶対 年 数 で 2 万 年 程度 の 過去 を 推定 する 作業 か ら , 現在 の 蝶 を ちがっ た 視点 で 改め て 見 直す 必要 に か り た て られ る . 
これ が 第 四 紀 学 の 効用 で ある . 私 な り に この 作業 を すす め る 過程 で 気付 いた 日 本 の 蝶 学 の 不備 な 点 を 列挙 し て お きた 
い ヽ 








① 種 内 変異 , と くに 地理 的 変異 の 研究 の 不備 一 ー- た と えば トカ ラ 海峡 が 隔離 機構 と し て 働い て いる か どう か , と 
いっ た 具体 的 な 疑問 を 抱い て 検討 する と , それ に 答え る だ け の 信頼 で きる 調査 結果 が 見 当たら な い . 亜 種 と し て 命名 
する か どう か は 別に し て , 分 類 学者 が 亜 種 と 認め る 程度 の 地理 的 に まとまっ た 形態 上 の 形質 を 具 え る 個体 群 は , 光 周 
反応 に 独自 性 を も っ て いた り (矢田 修 氏 の 談 に よる キチ ョ ッ ツ ), 温度 反応 が 特異 性 を ぁ ぉ っ て いる (石井 ・ 三 島 1977 の 
カラ ス ア ゲハ ク グ 例 ). つま り 生 理 的 に も 分 化し て いる の で あっ て , その 分 化 を 生じ た 隔離 機構 の 歴史 的 意義 は 重要 で 
ある . 命名 競争 と いう 低 次 元 の 営 為 で な く , 地理 的 分 化 の 実態 を 正確 に 把握 する た め の 研 究 が , 改め て 日 本 産 の 全 種 
に つい て 行わ れる 必要 が ある . た と えば 大 雪山 高山 蝶 の 歴史 の よう な , 一 見 定説 と な っ て いる か の よう な 見 解 $, 洗 
い 直 せ ば 根拠 薄弱 な の が 現状 で ある , 

⑬ 榎 息 環境 一 ー- た と を ば 草原 性 蝶 類 と いう よう な 概念 を と っ て も , どの 種 が 草原 を 棲息 環境 と し て 選ん で いる か 
曖昧 な 場合 が 多い . ミヤ マチ ャ バネ セセリ は 草原 性 と いっ て よい の か どう か , ウラ ナミ ジャ ノ メ の 棲息 環境 は ど 5 規 
定 で きる の か , 余 多 ある 蝶 の 図鑑 を ひも と いて る, 福田 ほか の 生態 図鑑 が 神経 を 払っ て いる だ け で , あと は 触れ よう 
と し て いな い . さり と て 個人 の 判断 は 調査 地域 が 偽る た め に 誤り を お か す 危 険 が ある . 

この 解決 に は , 環境 別に 個体 数 の 多 宴 を 比較 する 量 的 把握 へ 我々 が 進 ゆ めこ と で ある . これ は 人 間 の 営 訪 と よっ て 虹 
相 が どう 変る か と いう 認識 に も つなが っ て ゆく . 

棲息 環境 に 関連 し て 重要 な 資料 は 食 草 の 検討 で ある . 戦後 の 20 年 , アマ チュ ア 研 究 者 の 攻撃 目標 と な っ て 調べ つく 
され た か の よう な 印象 が 流布 し て いる が , 土地 土地 で 何 が 主 草食 で あり , 何 が 副 次 的 に 選ば れ , 何 が 例外 的 に 食べ ら 
れる の か , これ また 量 的 に 促 ら れ て いな い . 生活 の 実態 は 食性 の 面 で も 判っ て は いな い の で ある . た と えば アサ マ 
イチ モン ジ は 田中 薔 氏 の 検討 ご よっ て (1976), は じ め て スイ カズ ラ だ けが 野外 で の 食 章 と し て 選ば れ て いる こと が 
判っ た . と の こと か ら , 日 本 固有 種 を 温存 させ た 食物 条件 と し て , この 平凡 な 募 植 物 が 案外 の 曲 物 で ある と 見 直す 必 
要 を 生じ た . また , 中 部 九州 に お ける エゾ スジ グロ チョ ウッ の 食 草 は , 大 塚 動 氏 の 徹底 的 な 調査 に よっ て 47g6zs 属 で 
ある こと が 明らか と な っ た (1977). この こと か ら , 少な く と も 西南 日 本 で の エゾ スジ グロ チュッ の 歴史 は 47g22s の 
動向 に 完全 に 条件 づけ られ る こと が 考え られ る の で ある . 
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③ 地理 的 分 布 一 一 藤岡 知夫 氏 の 大 図鑑 た は 全 種 の 分 布 図 が 族 を られ て いて , 日 本 的 な 視野 で 蝶 相 を 考え る 上 に 大 
い に 便 利 で ある . し か し 普通 種 の F ド ッ テ ィ ング は 省略 され , 間 題 点 の 所 在 が わか ら な い . 将来 の 工夫 と し て は 垂直 分 
布 $ 併 記し た ドッ ティ ング ・ マ ッ プ の 作製 が 要望 され る . これ が な いと Lethe や eope の 垂直 分 布 , 中 間 温 帯 の 
評価 な ど は 根拠 を 固め る こと が で き な い . 

④ 国外 資料 一 一 地球 的 視野 で 考え る 場合 , 日 本 に 棲息 する 種 (さら に その 姉妹 種 ) の 分 布 資料 が 乏しい . 最近 の 
盛ん な 国外 資料 の 収集 は 珍奇 種 漁り に 向かっ て いる が , 学問 と し て は 日 本 の 普通 種 の 国外 で の 棲息 状況 や 地理 的 変異 
の 確認 の 方 が は る か に 稔 り が 多い . 
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【 後 記 】 

本 稿 は 1977 年 10 月 , 名 古屋 市 南山 大 学 で 開催 され た 日 本 鱗 贅 学会 第 24 回 大 会 に お いて 行っ た 特別 講演 の 内 容 を 文章 
化し た も ゃ の で ある . 当日 , 時 間 の 関係 で 触れ られ な か っ た 内 容 を 加え , 蛇足 と 思わ れる 部 分 を 割愛 し た . 
な お , 最近 の 見 解 で は , Fig.3 の 3 万 年 前 の 伊丹 海 進 の 存在 は 疑問 視 さ れ て いる . 御 数 示 い た だ いた 石田 志朗 ・ 那 
須 城 憎 両 氏 に お 礼 申し 上 げ る. 
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